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ー 本 棚 紹 介 ー

なんとなく手に取り、何回も読んでしまった本をご紹介します。疲れている
人や、ガッツリした本を読まない人にもおすすめしたい3冊です。
〇『4時のオヤツ』（杉浦日向子 2006 新潮文庫）
夜更かしの楽しさを知ったころに、一晩で読破してしまった短編集です。一
話読み終えるたびに、「喫茶店やら電車の中やらで、近くに座った人の会話
を聞いちゃった」みたいな、「なんかいいところに居合わせちゃったなぁ」
みたいな、そんな満足感に浸れます。
〇『今日も一日きみを見てた』（角田光代 2017 角川文庫）
「なんてかわいいのだ。あぁ、なんて、なんて、なんて。」
本の帯に書かれたことばに惹かれ、衝動買いした一冊です。「猫と一緒に日
常を生きている」感じがして、気づいたら緩く口角が上がっていたりいな
かったりします。
〇『世界の地下鉄駅』（水野久美・文 2017 青幻舎）
文章がちょっと入っている写真集です。「地下鉄に乗る」という同じ目的で
作られていてもデザインによって全く違うものを作れるということが、当た
り前のことでも面白く感じます。「地下鉄駅＝均質なもの」固定観念を、鮮
やかに書き換えてくれる一冊です。
（ライサポ1年）
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主に小説が好きだが、他ジャンルも多く読むため、それも含めて紹介していく。
〇『絶滅動物図鑑』（ジョン・ウィットフィールド 2021  日経ナショナル ジオグラフィック社）
動物の歴史が始まったエディアカランと呼ばれる時代まで遡った絶滅動物の図鑑であり、図や写
真を用いており迫力がある。動物好きには一度は読んでほしい。
〇『走って、悩んで、見つけたこと。』（大迫傑 2019 文藝春秋）
去年引退を表明した大迫傑の初の書籍である。マラソンで日本のトップにも立ったことのある彼
の強さの正体を知ることができる。
〇『その時までサヨナラ』（山田悠介 2012 文芸社）
妻を失い、子供と共に過ごすこととなった悟の元に謎の女性が現れ、翻弄される物語。謎の女性
の正体は？衝撃のラスト、感動を超えた感情が湧き上がる。ぜひ、家族と一緒に読んでほしい。
〇『余命10年』（小坂流加 2017 文芸社）
不治の病にたおれ、余命10年と申告された茉莉。自分がこの立場であったら、残り10年どう過ご
すだろうか…。とても考えさせられる一冊です。
〇『ハリーポッター裏話』（J.K.ローリング＋L.フレーザー 2001 静山社）
ハリーポッター好きにはたまらない一冊。あの名作の裏に隠された真実を著者自身が語っている。
この本を読んでから、もう一度シリーズを読み返すと、新たな見え方ができるだろう。
（ライサポ1年）

この中から何冊か紹介します
○『キャリアデザイン学への招待』(金山喜昭、児美川孝一郎、武石恵美子編 2014 ナカニシヤ出版)

最初のガイダンスで貰える学部の本。キャリアデザイン学部の学びについて色々書いてある。読
めばためになりそうであるが、いかんせん分厚いのがネック。
○『ジョーカー・ゲーム』(柳広司 2011 角川文庫)
戦前の陸軍内に秘密裏に設置されたスパイ機関"D機関"の活躍を描いたスパイミステリーシリーズ。
一冊の中に6、7個ほどの短編で構成されているので読みやすい。
○『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら』(岩崎夏海
2009 ダイヤモンド社) 
もしドラ。スポーツもので定番の弱小チームが強くなっていく展開は面白く大好きだが、この本
はその方法に、ドラッカーの理論を使っているのが斬新であり見事に野球部と組み合わさってい
くのが気持ちいい。終盤のあるシーンではハンカチが必要になるかも。
○『獣の奏者』(上橋菜穂子 2006 講談社)
闘蛇と王獣という２つの架空の獣がいる世界のアジアファンタジー。主人公の少女が波瀾万丈な
人生を歩むうちに、王獣と心を通わせることに成功するがそれが国を巻き込む大きな事態となっ
ていく。全4巻。プラス外伝一冊。
○『ハリーポッターと賢者の石』(J.K.ローリング 1999 静山社)
言わずと知れた名作。映画も完結済。映画ももちろん素晴らしい出来栄えだったが、個人的には
本でもぜひ読んでほしい。ストーリーを知っていても全然楽しめる。ホグワーツや登場人物の描
写がより多いので解像度が上がって面白い。ハリーたちの掛け合いでクスッと笑える部分も多々
あるのでオススメ。作中のホグワーツの教科書の作者、ニュート・スキャマンダーが主人公の映
画「ファンタスティック・ビースト」シリーズはまだまだ続いてるのでそちらもぜひ。
（ライサポ1年）
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〇「生命式」（村田沙耶香 2019 河出書房新社）
村田沙耶香自身がセレクトした、新たな価値観が流れ込んでくるような短編集。
私が特に好きな短編作品は「孵化」です。「誰でもコミュニティの中で好かれるため、適応
するために相手が望んでいるであろう自分を演じて生きている。」いつが本当の自分なので
しょうか。誰もが抱える人格の矛盾を見つめ直させる短編です。
〇「改良」（遠野遥 2019 河出書房新社）
「美しくなるために努力する大学生の私は、コールセンターのバイトで稼いだ金を美容とデ
リヘルに費やしていた。やがて私は他人に自分の女装した姿を見てほしいと思うようにな
る。」美しさを絶対的価値に置く主人公の視点から見る世界は斬新で異様だけれど、どこか
共感できてしまいます。
「どうして、私は美しくないのだろう。」
〇「沈黙」（遠藤周作 1981 新潮文庫）
「キリシタン禁制の厳しい日本に潜入したポルトガル司祭ロドリゴは、日本人信徒たちに加
えられる残忍な拷問と悲惨な殉教の呻き声に接して苦悩し、ついに背教の淵に立たされ
る。」神の存在や沈黙、背教などキリスト教における根源的な問題を衝く作品です。
「主よ、あなたは今こそ沈黙を破るべきだ」
〇「教室に並んだ背表紙」（相沢沙呼 2020 集英社）
図書館を舞台に「読書」との出会いで変わっていく少女たちの心模様を描く短編集。
私が特に好きな短編は「その背に指を伸ばして」です。「図書委員のあおいはある日、苦手
な同級生を図書室で見かける。本に興味のないはずの彼女が毎日来るのは何故だろうと疑問
を抱く。」少女たちの物語を通じて、読者にも勇気や希望を与えてくれる美しい作品です。
（ライサポ2年）

〇『レイトン教授と幻影の森』（柳原慧 2010 小学館）
レベルファイブのゲーム「レイトン教授」シリーズ、書き下ろしオリジナルノベライズ作品
です。小説はもちろん、小説に登場する謎を読者自身で解き、楽しむことができます。私は
ゲームも小説も大好きです。
〇『勉強大全』（伊沢拓司 2019 KADOKAWA）
勉強の作法をレクチャー、受験に合格するためのエッセンスがまとめてある本です。受験期
によく読み返していました。受験とは関係なしに、元気が出るメッセージもあります。オス
スメです。
〇『文鳥・夢十夜』（夏目漱石 1976 新潮社）
有名どころ①。夏目漱石の作品の中でも『夢十夜』は特に有名な印象がありますが、私は
『文鳥』も大好きです。他にもいくつか短編が収録されています。こういった短編集は通学
時間にサクッと読めてオススメです。
〇『沈黙』（遠藤周作 1981 新潮社）
有名どころ②。文学の授業を通して読みました。島原の乱が鎮圧されて間もない頃、日本に
潜入したポルトガル人司祭のお話です。この作品は宗教関係なしに現代の私たちにも刺さる
と思います。
（ライサポ2年）
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題材はさまざまなものがあるが、ジャンルがノンフィクションに偏っているため、今後はフィク
ションの作品にも進出したいと考えているところである。
〇『和菓子のアン』（坂本司 2012 光文社文庫）
進路を決められないまま高校を卒業した杏子は、デパ地下の和菓子店「みつ屋」で働き始める。
一見上品なのに中身はおじさんの女性店長、乙女心を持つイケメン店員、可愛らしいが実は元ヤ
ンキーの店員に囲まれる中、和菓子の奥深い魅力に引き込まれていく。お客さんの謎めいた発言
に隠された真実にも驚かされるミステリー作品。この小説を買ったのは小学生の時だが、自分が
洋菓子店でアルバイトを始めた今共感できることが多く、再び熱中している。
〇『ラオスにいったい何があるというんですか？ 紀行文集』（村上春樹 2018   文藝春秋）
タイトルが気になり衝動買いしてしまった紀行文集。かつて村上さんの本拠地であったボストン
から始まり、アイスランド、ギリシャ、ラオス、熊本での居住と旅の思い出が綴られている。
数々の名作のヒントとなったエピソード、旅の途中での出会いが興味深い。読めば必ず世界中を
旅してみたくなる作品。
〇『沈まぬ太陽』（山崎豊子 2001 新潮文庫）
会社の不条理を訴えたが故に、報復人事として僻地をたらい回しにされる主人公・恩地元。カラ
チ、テヘラン、ナイロビへの異動、御巣鷹山での飛行機の墜落事故の対応など、とても人が一生
に体験するとは思えない壮絶な体験に開いた口が塞がらなくなってしまった。実在の人物をモデ
ルに書き下ろされたものであり、数年前にドラマ化された。
〇『沈黙』（遠藤周作 1981 新潮文庫）
こちらも史実に基づいたものであり、数年前に映画化された作品。当時イエズス会の中でリー
ダーシップを発揮していたフェレイラ師が、激しいキリシタン弾圧に打ちのめされて棄教した挙
句に帰化したことを耳にして、宣教師たちが真実を確かめに渡日する。当時の拷問の残虐さに呆
然としてしまうとともに、現存する宗教問題についても考えさせられる小説である。
（ライサポ２年）

〇『Day to Day 講談社＝編』（講談社 2021）
緊急事態宣言下の中でネットにて連載されていたものがハードカバーになったもので、コロナ禍
を題材に有名な現代作家たちが書いています。ここから気になる作家を探してみるもよし、作家
によって作風が違うことを楽しむのもよし、の2点がおすすめポイントです！
〇『ホーンテッド・キャンパス』シリーズ（櫛木理宇 2012 角川書店）
私が高校生の時に好きになり読んでいた本。いろんなことが終わり時間ができたのでまた読み始
めました！舞台は大学にあるオカルトサークルでオカルト×ミステリ×恋愛の3方面からどきどき
しながら読むことができるところが魅力です。
〇『浜村渚の計算ノート』シリーズ（青柳碧人 2009 講談社）
これも私が高校生の時に好きになり読んでいて、最近読むのを再開させた本。数学ミステリです。
私が算数や数学を嫌いになれないのはこの本のおかげで、理系が苦手な人でも楽しめるところが
魅力です。
〇『かくして彼女は宴で語る 明治耽美派推理帖』（宮内悠介 2022 幻冬舎）
文豪がでてくるミステリとテレビで見て購入した本。文豪好きにもミステリ好きにも刺さるかも
⁈なところが魅力です。
〇『わが町・青春の逆説』（織田作之助 2013 岩波文庫）
卒業論文で扱っていたテキスト。短編小説を多く書いたオダサクによる長編小説であり、今年一
年の相棒（愛読書）でした。大阪愛と青春を感じたい人におすすめ。
（ライサポ4年）
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本棚の中から、特に何度も読み返している本を選びました。なぜか年代が近くなってしまった
のが不思議です。
〇『フライ・ダディ・フライ』(金城一紀 2009 角川書店)
ごく普通の父親だってヒーローになれる！ 大事な子供を守るために強くなっていく主人公に
心打たれます。同じシリーズの『レヴォリューションNo.3』や『SPEED』もおすすめです。
〇『ナラタージュ』(島本理生 2008 角川書店)
心の機微が伝わる恋愛小説です。こんな風に人を想いたいとも、こんな恋は辛いからしたくな
いとも感じます。年上好きの女性に手に取ってもらいたいです。私は見事に落ちました。
〇『風が強く吹いている』(三浦しをん 2009 新潮社)
箱根駅伝を目指す若者たちの物語です。ただ走るだけなのに目が離せない駅伝の魅力に迫れま
す。実は法政大学の陸上競技部にも取材して書かれているんです。
〇『DIVE‼上/下』(森絵都 2006 KADOKAWA)
10メートルの飛び込み台からプールに飛び込むたった1.4秒に青春を賭ける少年たちの物語です。
天才肌、努力家、一匹狼、謎のコーチなど面白い要素が盛りだくさんで最初から最後までペー
ジをめくる手が止まりません。
（ライサポ4年）

写真にある本棚の中からピックアップした本を紹介していく。今回紹介しない本もどれも私の
お気に入りのため、気になった方はぜひ手に取ってみてほしい。
〇『ぬらりひょんの孫』（椎橋寛 2008 集英社）
一見普通の男子中学生である奴良リクオは、実はぬらりひょんという妖怪と人間とのクォー
ターである。そのため夜の間だけ妖怪になってしまう。普通の人間と同じ暮らしをしたいリク
オと数多の妖怪を束ねる奴良組の若頭としての立場に挟まれながら成長していく物語。数え切
れないくらい多くの妖怪が登場するため、妖怪の知識が増え、それぞれのキャラクターがとて
も魅力的。
〇『怪盗クイーンはサーカスがお好き』（はやみねかおる 2002 講談社）
はやみねかおるによる、怪盗クイーンシリーズの第1巻。怪盗の美学なるものを持ち、トルバ
ドゥールという名の飛行船で世界を飛び回るクイーン。狙った獲物は必ず盗む彼(性別不明)に勝
負を挑んできたのはサーカス団！怪盗クイーンシリーズは児童文学にしては分厚いの一言では
済まない分厚さの小説でありながら、テンポの良い会話と読みやすい文体で長さを感じさせな
い作品だ。今回本棚に並べたのはこのシリーズの中でも私が好きな本たちである。今年の夏に
この『怪盗クイーンはサーカスがお好き』が映画化されるので気になった方は原作と一緒にど
うぞ！
〇『クールドジ男子』（那多ここね 2019 スクウェア・エニックス）
この作品に登場するのはなんでもサラッとこなしそうな年齢がバラバラのスマートな4人の男性
たち。しかしその男性たちにはある問題があった。それは全員が全員｢ドジ｣であること。ある
時はコンビニの店員に商品ではなく財布を差し出したり。またある時は引くドアを押して開か
ないことに首を傾げたり。そんな自分もやったことある！というドジをするキャラクターたち
に微笑ましさを感じる作品。
〇『お茶が運ばれてくるまでに』（時雨沢恵一 2010 アスキー・メディアワークス）
お茶が運ばれてくるまでの少しの時間。その時間にそっと開いて読める短編集。心を見透かさ
れたような話、ぎゅっと心を掴まれる話、ストンと胸に落ちてくる話などなど心を動かされる
話がこの本にはたくさん収録されている。ふとした時にぺらりとめくってみたくなる作品。
（ライサポ4年）
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本棚には、その人の生活が宿る。例えば、並べられている本のジャンル。よく読む
作家。タイトルにある言葉。それから、本の並べ方にも。その人がどういう基準で
本を選ぶのか、どうして本を買うのか。どこでその本と出会ったのか、どんな時に
読むのか。空想を広げながら、読んでいただければ幸いです。
〇『夜とコンクリート』（町田洋2014 祥伝社）
ベランダから吹く夜風の音。屋上から見た空の静けさ。夏休みのせせらぎ。過ぎた
時間の北風。『夜とコンクリート』は、誰もが感じたことのある心に寄り添ってく
れる漫画です。またそれだけでなく、登場人物のセリフの合間には、確かに風の音
や、肌に空気の温度を感じる瞬間があります。穏やかな言葉と、その世界の空気を
含んだイラストを持つ、素敵な作品です。夜更けに読みたくなる物語。
〇『ガラスの街』（ポール・オースター著 柴田元幸訳 2013 新潮社）
読後の果てしない虚無感。私が本を読んでいた時間は、一体何だったのか？この後
主人公はどうなってしまうのだろう？ 何も分からず、どうすればいいかも分から
ず、この世界観から抜け出すのに時間を要する作品です。それ故に強烈に記憶に残
り、半年に一度の割合で読み返したくなる、不思議な魅力があります。また、登場
人物に著者の名前があるなど、お茶目な一面もあるお話です。通学中に読みたくな
る物語。
〇『フィンガーボウルの話のつづき』（吉田篤弘 2019 平凡社）
例えば、お気に入りの音楽を聴いた時。自分のほかにこの曲を聴いている人は、ど
んな人なんだろう？どういうことを考える人が、どんな気持ちで聴いているだろ
う？そんなことを考えたことはないでしょうか。本著は、ビートルズの「ホワイ
ト・アルバム」と関わりを持つ登場人物たちの、不思議にリンクした、それぞれの
物語が描かれています。文章の端々には、著者が日常から拾い上げたような、様々
な思いが光ります。とても身近で、穏やかな時間が流れてゆきます。うららかな午
後に読みたくなる物語。
〇『人間失格』（太宰治 1989 角川書店）
小気味のよいリズミカルな文章と、油断すれば共感ばかりしてしまう孤独、悲しみ、
恐怖。この主人公に対して、読者である自分がどのように距離をとればいいのか、
非常に迷う作品です。年をとるごとに、抱く感想が異なってくる作品だと、私は思
います。時に主人公の味方として、また時には、主人公が恐れる「不可解な世間」
側の人間として。読むたびに変わっていく、自分自身の心情と対話している気持ち
にもなります。長い夜に読みたくなる物語。
『夜とコンクリート』以外の3冊は、法政大学図書館にも所蔵されている作品です。
読んでみたいと思った方は、ぜひ図書館へ赴いてみてください。新しい本との出会
いが、本棚の中にしまわれています。
（ライサポ4年）
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一口小説
ライサポメンバーが隙間時間にでも読める短編小説の執筆に挑戦しました。

「
フ
ル
単
」

午
後
七
時
の
図
書
館
が
好
き
だ
。
外
は
真
っ
暗

で
、
人
も
極
め
て
少
な
い
。
一
階
で
は
、
開
架
雑

誌
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ
を
読
ん
で
い

る
ダ
サ
い
服
の
男
子
学
生
が
一
人
い
る
だ
け
だ
。

ま
あ
、
僕
は
そ
ん
な
オ
シ
ャ
レ
な
本
を
読
ん
で
い

る
暇
は
な
い
、
し
、
僕
は
今
着
て
る
こ
の
シ
マ
ウ

マ
柄
の
ブ
ル
ゾ
ン
で
充
分
イ
ケ
て
る
と
思
っ
て
る
。

僕
が
こ
こ
に
来
た
の
は
、
法
哲
学
の
レ
ポ
ー
ト
を

完
成
さ
せ
る
た
め
だ
。
締
め
切
り
は
明
日
な
の
に

ま
だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
と
い
う
愚
劣
さ
に
、
呆

れ
を
通
り
越
し
て
、
笑
い
た
く
な
っ
た
。
ま
あ
、

昨
日
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
神
楽
坂
で
夜
十
一
時
ま

で
飲
ん
で
い
た
こ
と
が
絶
対
的
に
悪
い
ん
だ
け
ど
。

サ
ー
ク
ル
の
仲
間
は
僕
が
夜
の
図
書
館
で
コ
ツ
コ

ツ
と
打
鍵
を
し
て
い
る
と
は
つ
ゆ
も
思
わ
な
い
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
僕
が
入
学
以
来
ず
っ
と
「
フ
ル

単
」
で
あ
る
こ
と
を
訝
る
の
だ
。

彼
ら
に
は
想
像
力
が
な
い
。
僕
み
た
い
な
奴
、

と
「
フ
ル
単
」
で
あ
る
と
い
う
事
柄
を
、
思
考
を

媒
介
さ
せ
て
う
ま
く
融
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
だ
。
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
僕
は
サ
ー
ク
ル
の

連
中
を
す
ご
く
下
に
見
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
う

で
も
な
い
。
話
す
と
、
楽
し
い
。
た
だ
、
あ
い
つ
ら

と
僕
が
純
粋
な
関
係
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の

「
夜
の
図
書
館
」
が
毎
回
僕
の
犠
牲
を
吸
い
込
ん

で
く
れ
る
。

L I B R A R Y

「
変
人
」

目
の
前
に
は
マ
ッ
ク
、
そ
の
左
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、

上
を
見
上
げ
れ
ば
人
間
が
立
て
た
と
は
思
え
な
い
高
さ

の
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
い
や
、
こ
れ
は
至
極
当

た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
現
代
を
生
き
る
私
達

は
、
か
な
り
ヘ
ン
テ
コ
な
こ
と
す
ら
も
当
た
り
前
だ
と

捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
俺
は
思
う
。

人
に
は
よ
く
哲
学
科
だ
と
間
違
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が

ら
日
本
文
学
科
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
大
学
に
行
く
。

授
業
は
な
い
。
図
書
館
に
行
く
。
こ
の
こ
と
を
朝
、
寮

の
友
人
に
話
し
た
ら
、
変
人
だ
と
言
わ
れ
た
。
今
、

コ
ー
ヒ
ー
の
隣
に
あ
る
新
書
の
題
名
を
見
た
ら
、
さ
ら

に
変
人
だ
と
言
う
だ
ろ
う
。
返
却
す
る
本
の
表
紙
を
手

提
げ
袋
に
い
れ
て
い
た
の
は
正
解
だ
っ
た
。

図
書
館
で
本
を
探
す
と
き
の
方
法
と
し
て
、
本
棚
と

本
棚
の
間
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
、
気
に
な
っ
た
題
名
の

本
を
手
に
取
り
、
パ
ラ
パ
ラ
見
る
の
を
、
「
ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
」
と
い
う
ら
し
い
。
俺
は
こ
の
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
が

大
好
き
だ
。
俺
は
優
し
い
か
ら
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
の
こ

と
を
知
ら
な
そ
う
な
人
に
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
と
い
う
用

語
を
わ
ざ
わ
ざ
使
っ
た
り
は
し
な
い
。
だ
か
ら
、
「
い

つ
も
図
書
館
で
何
し
て
い
る
の
？
」
と
い
う
言
葉
を
、

半
ば
呆
れ
の
よ
う
な
、
軽
蔑
の
よ
う
な
表
情
と
セ
ッ
ト

で
受
け
取
っ
た
と
き
は
決
ま
っ
て
、
「
た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら

本
棚
の
間
を
歩
い
て
い
る
」
と
言
う
。
す
る
と
相
手
は
、

「
な
ん
て
時
間
の
無
駄
な
ん
だ
」
と
言
い
た
そ
う
な
表

情
を
す
る
。
な
ぜ
か
そ
れ
が
僕
は
嬉
し
い
。

S U P P O R T E R S
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一口小説

「
ガ
ヤ
ズ
」

「
ガ
ヤ
ズ
」
と
聞
い
て
、
そ
れ
が
何
を
指
し
て
い
る
か
を
想
像
で
き
る
法
大
生
は
き
っ
と
全

体
の
二
割
も
い
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
私
が
勝
手
に
作
っ
た
用
語
だ
か
ら
だ
。
想
像
で
き

た
あ
な
た
は
す
ご
い
。
正
解
は
、
市
ケ
谷
図
書
館
の
こ
と
で
あ
る
。
外
濠
門
を
出
る
と
き
に
、

友
達
が
飯
田
橋
の
こ
と
を
「
ダ
バ
シ
」
、
市
ケ
谷
の
こ
と
を
「
ガ
ヤ
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い

て
、
東
京
出
身
で
な
い
私
は
ひ
る
ん
だ
。
瞬
時
に
あ
る
男
性
ア
イ
ド
ル
を
連
想
し
た
の
だ
が
、

私
が
割
と
ガ
チ
の
ド
ル
オ
タ
で
あ
る
こ
と
は
絶
対
に
明
か
し
て
は
い
け
な
い
の
で
口
を
つ
ぐ
ん

だ
。
そ
れ
か
ら
妙
に
「
ガ
ヤ
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
が
耳
に
残
っ
て
、
心
の
中
で
密
か
に
市
ケ

谷
を
「
ガ
ヤ
」
と
変
換
し
た
。
そ
し
て
図
書
館
の
図
は
「
ず
」
と
も
読
む
か
ら
合
わ
せ
て
ガ
ヤ
ズ
。

ガ
ヤ
ズ
に
入
っ
て
、
階
段
を
上
っ
て
、
学
生
証
を
通
し
て
、
目
線
を
少
し
右
に
移
し
た
と
こ

ろ
に
あ
る
お
宝
を
知
っ
て
い
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
私
は

知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
お
宝
だ
と
も
思
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
私
は
結
構
本
気

で
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
。
最
近
、
好
き
な
ア
イ
ド
ル
が
英
語
ペ
ラ
ペ
ラ
だ
っ
た
か
ら
･･････
。

お
そ
ら
く
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生
が
読
む
で
あ
ろ
う
薄
い
本
を
、
必
死
に
な
っ
て

読
み
切
ろ
う
と
し
て
い
る
私
。
あ
れ
、
こ
れ
っ
て
巷
で
言
う
、
が
ん
ば
っ
て
る
っ
て
こ
と
？

ガ
ヤ
ズ
の
地
下
一
階
は
私
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
行
き
づ
ら
い
。
親
切
な
基
礎
ゼ
ミ
の
先
生

が
ゼ
ミ
生
全
員
を
連
れ
て
、
一
度
案
内
し
て
く
れ
た
け
ど
、
な
ん
か
一
階
よ
り
も
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
っ
て
感
じ
が
す
る
。
で
も
、
そ
こ
で
と
っ
て
お
き
の
一
冊
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
勇
気
を

持
っ
て
入
っ
た
三
週
間
前
に
見
つ
け
た
。
目
を
引
く
表
紙
じ
ゃ
な
い
、
文
字
も
小
さ
い
。
て
か

古
い
。
で
も
内
容
が
す
ご
く
好
き
。
だ
け
ど
誰
に
も
言
っ
て
な
い
。
お
宝
の
こ
と
も
、
地
下
一

階
の
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
「
ガ
ヤ
ズ
」
と
い
う
愛
称
も
。
別
に
こ
の
資
源
を
独
り
占
め
し
た
い

わ
け
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
に
至
っ
た
労
力
を
惜
し
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
、
私
は
自
分

が
思
う
よ
り
秘
密
主
義
者
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
も
秘
密
に
し
て
お
こ
う
。
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～文豪ゆかりの地を巡る～

飯田橋駅からJR総武線各駅停車で５駅。隅田川を渡ると、左手に国技館と江戸東京博物館が見え
てくる。大相撲の聖地、両国に到着だ。駅から徒歩４分に位置する両国小学校の前には、「芥川龍
之介 文学碑」が建っている。「羅生門」「蜘蛛の糸」といった作品で有名な文豪・芥川龍之介は、
この小学校の卒業生。生後7か月から18歳までをこの地で過ごした。今回は芥川が両国の街を描い
た随筆「本所両国」をなぞりながら、文豪ゆかりのスポットを紹介する。

「本所両国」は東京日日新聞（現毎日
新聞）の連載「大東京繁昌記」に掲載さ
れた。 この連載は昭和2年（1927）3月15
日から10月30日までの半年以上に渡り、
関東大震災から４年が経過する中で復興
へと邁進する東京の街々を描く企画だっ
た。島崎藤村が「飯倉附近」、高浜虚子
が「丸の内」を担当するなど、東京の各
地の様子が描かれている。

芥川本人も被災しており、多くの知人
や親類を亡くした。作中にも親戚が安田
庭園の池に落ちて息を吹き返した話や、
陸軍被服廠で大勢が火災によって亡く
なったことの記述がされている。

そんな現在の両国駅や陸軍被服廠の
あった場所は「お竹倉」と呼ばれる幕府
の資材置場だった。「本所の七不思議」
と呼ばれる怪談話の一つ「置いてけ堀」
の舞台とされる場所だ。怪談話の舞台と
なった江戸時代においては、周囲に堀が
巡らされて釣りができたという。現在は
日大一高前に観光案内板が設置されてい
るだけで、面影はない。

安田庭園から両国国技館の屋根を望む

両国小学校の前に建つ「芥川龍之介 文学碑」

東京都慰霊堂。現在の23区の中心部で最も被害の大きかっ
た被服廠跡地に建てられ、震災7年後の1930年に完成した。
東京大空襲の犠牲者も慰霊している。
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芥川が見た景色で現存するものの一つは、
両国橋の袂に建つ「表忠碑」だ。日露戦争の
戦没者を慰霊する巨大な碑で、「両国橋の袂
にある表忠碑も昔に変らなかつた」と作中に
記されている。表忠碑の前には、忠臣蔵四十
七士の一員である大高源五の句碑が建つ。時
代劇や講談で有名な忠臣蔵は、江戸時代中期
の元禄15年12月14日、主君の仇討ちのために
吉良上野介を討ち取った赤穂浪士の物語だ。
討ち入りの現場となった吉良邸跡は現在公園
になり、観光スポットとなっている。

芥川が作中で最後に訪ねたのが回向院だ。
明暦3年(1657年)に開かれた浄土宗の寺院で、
明暦の大火で亡くなった身元や身寄りの分か
らない人々を葬るために将軍家綱が法要を
行ったのが始まりとされている。関東大震災
の火災で被害を受けた寺院だが、江戸時代後
期の盗賊である鼠小僧の墓はその被害を免れ
た。芥川にとってこの墓は昔馴染みで、近く
の墓地を荒らして怒られた思い出とともに回
想している。回向院は大相撲との歴史が長い
寺院でもある。江戸時代には境内で相撲興行
が行われており、初代国技館も境内に建てら
れた。現在も境内には、相撲協会が歴代相撲
年寄（親方）の慰霊の為に建立した「力塚」

が建立されている。
大相撲の印象が強い両国だが、その歴史を

紐解けば、怪談話や忠臣蔵の舞台、災害との
関わりも深い街だと言える。芥川の作風に両
国の街がどのような影響を与えたのか。実際
に歩きながら思いを巡らすのも「文豪ゆかり
の地」を訪ねる楽しみだ。（みやじ）

（参考文献）
・『大東京繫昌記 下町編』講談社文芸文庫.2013
・P+D MAGAZINE 「芥川龍之介没後90年。その
生涯に迫る。」2022年3月28日
https://pdmagazine.jp/people/akutagawa/
・一般社団法人新宿観光振興協会『協働企画展
示「芥川龍之介と太宰治」』2022年3月28日
https://www.kanko -shinjuku.jp/event/ -
/article_3149.html
・回向院ホームページ 2022年3月28日
https://ekoin.or.jp/
・都立横網町公園-震災、戦災の記憶-「東京都慰
霊堂 / 慰霊堂の歴史」2022年3月28日
https://tokyoireikyoukai.or.jp/ireidou/history.ht
ml
・墨田区観光案内版

表忠碑と大高源五の句碑 忠臣蔵の舞台となった吉良邸跡。当時の屋敷はより広大だったが、
今もその一角が歴史を今日に伝えている。

鼠小僧の墓。長年捕まらなかった
運にあやかろうと、墓石を削りお
守りに持つ風習が残っている。

昭和11年（1936）に相撲協会が歴代相撲年寄の慰霊の為に建立したもの。
その後も新弟子たちが力を授かるように祈願する碑として大切にされて
いる。現在も相撲と回向院とのつながりを示す象徴になっている。

https://pdmagazine.jp/people/akutagawa/
https://www.kanko-shinjuku.jp/event/-/article_3149.html
https://ekoin.or.jp/
https://tokyoireikyoukai.or.jp/ireidou/history.html
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www.hosei.ac.jp/library/shokai/gaiyo/library_supporter


